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持田野鳥保護区で繁殖したタンチョウ

釜田美穂１・富岡辰先２

１．日本野鳥の会研究センター．〒150東京都渋谷区南平台町15-8

2．日本野鳴の会普及部サンクチュアリ室〒275干葉県習志野市秋津５－１－１．谷雄干潟自然観察

センター

北海道東部の湿原や湖沼において約170つがいのタンチョウの繁殖が確認されている（正篇ほか未

発表)．その中の１つには、日本野鳥の会によって1987年に設遣された根室市東梅の持田野鳥保謹区

がある．その保謹区で1993年，保護区設置後はじめてタンチョウが育雛に成功し，同年秋に越冬地で

ある鶴居村へ家族で移動したのが確認されたので，報告する．

持田野鳥保謹区は根室市東梅の温根沼沼口の海岸に而した湿原で，広大な干潟が隣接しており，南

側には国道がとおっている．而積は湿原と周辺の宅地等を含めて約7.6haである．保護区となっての

ち５年間はタンチョウのふ化は確認されていたが，おそらく捕食されたものと推測されるが，秋まで

にヒナの姿が見えなくなっていた．

筆者らは営巣を確認した1993年４月から，約１か月おきに観察を行なったので，あわせて以下に経

過を記す．

４月26日

道路から50ｍほどしか離れていない場所で営巣しており，抱卵中であった．亜成鳥１羽の侵入によ

り抱卵中の個体が巣を離れて追い払い，約12分間巣を空けた際に産卵数が有色卵1個であることを確

認した．

５月21日

体長20ｃｍほどのヒナ１羽を確認した．一方の親が脚に負傷しているようで両脚で立つのが困難な

状態であった．

６月19日

タンチョウ基本調査グループによりヒナに個体識別の足環（Ｔ50）が装着され，その後ヒナはオス

であることが判明した（タンチョウ基本調査グループ1993)．

７月７日

負傷した親も回復し，歩行や飛行に支障は見られなかった．ヒナが成長するにつれて家族の行動範

囲が大きく広がり，採食や給餌のために干潟を股もよく利用していた．１日の中での干潟の滞在率は

70％を占め，干潮時には成鳥１羽が10分間に体長20ｃｍほどの魚を連続して６匹捕食した記録もあり，

採食場所として重要な役割を果たすものと思われた．

８月２日

親子とも干潟に出てくることはあまりなく，１日の約80％をヨシ原の中で過ごし，姿の確認が困難

になった．
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持田野鳥保護区での家族の最終確認は10月１日で，その２日後の１０月３日には越冬地である餓居村

の鶴居．伊藤タンチョウサンクチュアリに飛来した．営巣地の持田保護区との距離は直線にして約９０

ｋｍであった．

持田野鳥保護区では営巣地の近くを交通の頻繁な国道が通っているが，食物となる魚が豊富な干潟

が広範囲に隣接している．このような干潟はヒナの生育にとってもきわめて重要な環境のひとつであ

ると思われた．また，観察が比較的容易な場所であるため，今後も終日調査を続けることによって繁

殖期の生態を明らかにする手がかりをつかめるであろう．

妓後に，調査にあたって鶴居・伊藤タンチョウサンクチュアリボランティアの林英子，今野貞，勝

田信明，菊谷理恵子，小島恭子，大石麻美，渡辺栄一，渡辺剛，八木直美の各氏にご協力いただいた．

心より感謝申し上げたい．
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